
令和７年度 希望が丘共同生活事業所 地域連携推進会議 

 

日時：令和７年６月 11 日（水） 

午前９時半から  

場所：川西第４ホーム      

 

１ 所長挨拶 

 

２ 自己紹介 

 

３ 地域連携推進会議について 

 

４ 協議 

（１）希望が丘共同生活事業所の概要説明 

 

（２）利用者の権利擁護について 

 

（３）地域との交流等について 

 

（４）その他 

 

５ 各ホーム訪問（８か所） 

 

６ 意見交換（場所：グループホームまんてん） 

 

７ 閉会 

 

 

 

 

 



令和７年度希望が丘共同生活事業所地域連携推進会議 出席者 

 

＜構成員＞ 

 所属・職名等 

１ グループホームおりおん 利用者 

２ グループホームおりおん 利用者家族 

３ グループホームまんてん 利用者 

４ 板橋金物店 

５ 川西町福祉介護課 

６ 川西町社会福祉協議会 

 

＜事業所＞ 

１ 希望が丘共同生活事業所 所長 

２ 希望が丘川西共同生活事業所 サービス管理責任者 

３ 希望が丘東置賜共同生活事業所 サービス管理責任者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第１回希望が丘共同生活事業所地域連携推進会議 会議録 

日 時 令和７年６月 11 日（水）9：30～ 

場 所 川西第４ホーム 

参 加 者 別紙名簿参照 

１ 所長挨拶 

 

２ 自己紹介 

 

３ 地域連携推進会議について 

 ・会議の趣旨を説明する。 

 

４ 協議 

（１）希望が丘共同生活事業所の概要説明 

  ・資料に基づき全８ホームについて説明する。 

（２）利用者の権利擁護について 

  ・昨年度は虐待防止委員会を毎月開催した。ホームへ訪問し入居者の話

を傾聴することや、満足度調査等を実施することで虐待防止に努めて

いることを説明する。 

  ・入居者からどのような話があったかを報告する。 

   「ホームの食事は普通。概ね満足している。」 

   「食事はいいが、同居の方との関係性に不安があるのが難点。」等の

話があったことを報告した。 

（３）地域との交流について 

  ・災害発生時には地域との連携が必要になる。支援が必要な方は民生委

員や川西町では状況を把握しているが、それ以外の方々はどの程度の

支援が必要になるかを把握できていないと考えている。 

   また、避難場所も課題としてあげられる。川西町だけでなく、地域の

方々との連携も必要になるので、協力をお願いしたい。 

 

５ 各ホーム訪問（８か所） 

 



 

６ 意見交換 

 川西町福祉介護課 

・ホームごとの新旧はあるが、全体的に清潔に保たれている印象を受け

た。しかし、東第２ホームは環境的に災害時の不安を感じた。 

川西町社会福祉協議会 

・階段や段差により、足腰に負担のかかるホームがある印象を受けた。入

居者の方々は現在、段差をクリアできる年代であるが、今後を考えると

不安に感じた。建物を改修することも、今後は視野に入れるべきと考え

る。 

板橋金物店 

・ホームの近所に住んでいるが、土日にヘルメットを着用して自転車に乗

っている入居者の方を見たり、市内のスーパーやドラッグストアで買い

物をする方を見かけたりし、地域に溶け込んでいるなと感じる。川西町

が福祉の町であることを町長はじめ町民も認識していると思っている。 

利用者家族 

・川西町に多くのグループホームがあることを初めて知ることができた。

地域の協力が不可欠と考えているので、川西町の理解はありがたいと思

う。本人はホームでの生活に楽しみを感じているように思う。日々、対

応する職員の方々や入居者の皆さんに感謝している。 

 

７ 閉会 

 

 

 

 

 


